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日
本
栄
養
士
会
会
長

中
村
丁
次

世
界
の
一
〇
人
に
一
人
が
飢
え
と
低
栄
養
で
苦
し
む
一
方
、

三
人
に
一
人
が
過
栄
養
や
肥
満
の
状
態
に
あ
る
。

こ
の
両
極
化
し
た
状
況
を
克
服
す
る
た
め
に
、
近
代
日
本
の
経
験
を

「
栄
養
政
策
」
と
し
て
世
界
に
提
示
し
、
共
有
す
る
。

新
た
な
国
際
貢
献
の
あ
り
方
を
、
栄
養
学
の
視
点
か
ら
考
察
す
る
。

　

一
八
世
紀
中
期
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
科
学
者
た
ち
が
、
人
間
は
飢
餓

や
偏
食
に
よ
り
健
康
を
害
し
、
時
に
は
命
も
失
う
こ
と
か
ら
、
食
物

に
命
や
健
康
を
司
る
特
別
な
成
分
が
あ
る
に
違
い
な
い
と
考
え
た
。

こ
の
思
い
を
科
学
的
に
発
展
さ
せ
た
の
が
栄
養
学
で
あ
る
。
生
命
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
、
人
体
を
構
成
し
、
代
謝
に
関
係
す
る
成
分
を
発
見

し
、
こ
れ
ら
を
栄
養
素
と
し
て
命
名
し
た
。

　

一
方
、
こ
れ
ら
栄
養
素
を
含
有
す
る
食
品
や
そ
の
合
理
的
な
摂
取

方
法
に
よ
り
、
不
治
の
病
と
さ
れ
て
い
た
栄
養
欠
乏
症
を
予
防
、
治

療
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
日
常
の
食
事
と
健
康

や
病
気
と
の
関
係
が
、
栄
養
素
を
軸
に
科
学
的
に
解
明
さ
れ
、
栄
養

は
人
々
の
健
康
の
維
持
、
増
進
、
疾
病
の
予
防
、
治
療
、
さ
ら
に
長

寿
に
貢
献
し
て
き
た
。

栄
養
の
力
で
人
々
を
健
康
に
、
幸
せ
に
す
る

　

二
〇
世
紀
に
な
り
、
栄
養
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
は
、
栄
養
が
単
に
人
々
の
健
康
に
関
係
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
教
育
、
労
働
、
経
済
、
福
祉
、
さ
ら
に
環
境
な
ど
多
様
な
領
域

に
影
響
を
与
え
、
栄
養
不
良
の
解
決
が
人
間
の
幸
せ
や
、
地
球
環
境

の
負
荷
の
軽
減
に
寄
与
す
る
こ
と
が
解
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
国

際
会
議
に
お
け
る
栄
養
の
議
論
も
活
発
化
し
て
き
た
。

　

一
九
七
二
年
に
国
連
人
間
環
境
会
議
（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
）、

八
二
年
に
国
連
環
境
計
画
管
理
理
事
会
特
別
会
合
（
ナ
イ
ロ
ビ
会

議
）、
九
二
年
に
国
連
環
境
開
発
会
議
（
リ
オ
・
サ
ミ
ッ
ト
、
地
球

サ
ミ
ッ
ト
）、
さ
ら
に
二
〇
〇
二
年
の
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す
る

な
か
む
ら　

て
い
じ　

一
九
七
二
年
徳

島
大
学
医
学
部
栄
養
学
科
卒
、
七
五
年

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
病
院
勤
務
。

二
〇
〇
七
年
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大

学
勤
務
。
教
授
・
栄
養
学
科
長
を
経
て
、

一
一
年
よ
り
学
長
。
一
八
年
よ
り
現
職
。

著
書
にJapan Nutrition 

な
ど
。

東
京
栄
養
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
１
開
催

世
界
の
飢
餓
と
肥
満
を
解
決
す
る
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世
界
首
脳
会
議
（
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
、
地
球
サ
ミ
ッ
ト

２
０
０
２
）
な
ど
に
お
い
て
、
先
進
国
の
富
が
発
展
途
上
国
の
犠
牲

の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
世
界
を
変
革
す
べ
き
だ
と
す
る
機
運
が
高

ま
り
、
具
体
的
な
課
題
と
し
て
栄
養
不
良
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
二
〇
一
五
年
の
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
持
続
可
能

な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
で
は
、
栄
養
が
重
要
な
課
題
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
も
と
に
、
一
二
年
に
開
催
さ
れ
た
ロ
ン
ド
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
最
終
日
に
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
英
首
相
（
当
時
）
が
飢

餓
を
解
決
す
べ
き
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
を
呼
び
か
け
、
翌
一
三
年
、
最

初
の
「
栄
養
サ
ミ
ッ
ト
」
が
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
栄

養
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
人
類
の
進
歩
に
は
栄
養
不
良
の
解
決
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
の
会
議
の
内
容
を
も
と
に

作
成
さ
れ
た
報
告
書
「
世
界
栄
養
報
告
（2014 Global N

utrition 
Report, GN

R

）」
の
序
文
に
は
、「
良
好
な
栄
養
状
態
は
、
人
間
の

幸
福
の
基
盤
に
な
る
」
と
の
理
念
が
記
さ
れ
た
（
下
段
参
照
）。
報

告
書
で
は
、
栄
養
が
健
康
の
み
な
ら
ず
、
教
育
、
労
働
、
貧
困
な
ど

に
も
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
こ
の
理
念
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も

導
入
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
栄
養
不
良
の
解
決
な
く
し
て
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
多
く
の
項
目
が
目
標
値
に
達
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
。
栄
養

サ
ミ
ッ
ト
の
意
義
は
、
そ
こ
に
あ
る
。

「
二
〇
一
四
年
世
界
栄
養
報
告
」
よ
り
一
部
抜
粋

　

良
好
な
栄
養
状
態
は
、
人
間
の
幸
福
の
基
盤
に
な
る
。

　

胎
児
期
か
ら
乳
幼
児
に
か
け
て
、
良
好
な
栄
養
状
態
を
保

て
ば
、
脳
の
機
能
障
害
を
防
ぎ
、
免
疫
シ
ス
テ
ム
を
強
化
し
、

死
亡
率
を
減
少
さ
せ
、
学
習
能
力
を
高
め
る
。
良
好
な
栄
養

状
態
は
、
子
供
の
学
習
能
力
を
高
め
、
大
人
に
な
れ
ば
生
産

性
を
向
上
さ
せ
て
高
額
な
賃
金
を
得
ら
れ
、
中
高
年
期
で
は

慢
性
疾
患
や
介
護
の
予
防
に
も
な
る
。

　

逆
に
、
良
好
な
栄
養
状
態
が
保
た
れ
な
け
れ
ば
、
人
間
の

命
や
生
活
は
崩
れ
、
全
て
は
砂
上
の
楼
閣
と
な
る
。

　

残
念
な
が
ら
、
世
界
に
は
、
ま
だ
そ
の
よ
う
な
状
態
の
人
々

が
多
く
存
在
し
て
い
る
。

東
京
栄
養
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
１
の
概
要

 　

こ
の
栄
養
サ
ミ
ッ
ト
の
三
度
目
の
会
合
に
あ
た
る
「
東
京
栄

養
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
１
」（
以
下
、
東
京
栄
養
サ
ミ
ッ
ト
）
が
、

二
〇
二
一
年
一
二
月
七
～
八
日
に
日
本
政
府
主
催
で
開
催
さ
れ
た
。

一
三
年
の
ロ
ン
ド
ン
、
一
六
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
と
い
う
過
去

二
回
の
栄
養
サ
ミ
ッ
ト
で
の
議
論
の
中
心
は
、
飢
餓
と
栄
養
だ
っ
た

が
、東
京
栄
養
サ
ミ
ッ
ト
で
は
初
め
て
低
栄
養
と
過
栄
養
と
い
う「
栄

養
不
良
の
二
重
負
荷
」
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
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現
在
、
世
界
で
は
一
〇
人
に
一
人
が
飢
え
や
低
栄
養
に
苦
し
む
一

方
、
三
人
に
一
人
が
過
栄
養
や
肥
満
の
状
態
に
あ
り
、
成
長
を
妨
げ

る
低
栄
養
と
、
生
活
習
慣
病
な
ど
を
引
き
起
こ
す
過
栄
養
が
同
時
に

進
行
す
る
「
栄
養
不
良
の
二
重
負
荷
」
は
世
界
全
体
の
問
題
に
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
家
計
収
入
の
減
少
、

栄
養
お
よ
び
医
療
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
中
断
に
よ
り
、
健
康
的
で
手
頃

な
価
格
の
食
事
の
入
手
が
困
難
と
な
り
、
世
界
的
な
栄
養
状
況
が
悪

化
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
東
京
栄
養
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
①
健
康
、

②
食
、
③
強
靭
性
、
④
説
明
責
任
、
⑤
財
源
確
保
、
の
五
つ
の
観
点

に
焦
点
を
当
て
て
議
論
が
行
わ
れ
た
。

　

初
日
（
七
日
）
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
岸
田
総
理

が
我
が
国
の
栄
養
関
連
の
取
り
組
み
を
述
べ
、
今
後
三
年
間
で
の

三
〇
〇
〇
億
円
（
二
八
億
ド
ル
）
以
上
の
栄
養
支
援
を
発
表
し
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
カ
バ
レ
ッ
ジ
（
U
H
C
）
の
達
成
な
ど

に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
表
明
し
た
。
林
外
務
大
臣
は
、
今
回
の
栄

養
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
①
栄
養
と
U
H
C
、
②
安
全
で
持
続
可
能
か

つ
健
康
的
な
食
糧
シ
ス
テ
ム
、
③
脆
弱
な
状
況
下
に
お
け
る
栄
養
不

良
対
策
、
④
デ
ー
タ
に
基
づ
く
説
明
責
任
、
⑤
栄
養
の
た
め
の
資
金

調
達
、
の
五
つ
の
テ
ー
マ
を
中
心
に
議
論
を
行
う
こ
と
に
加
え
、
先

進
国
・
途
上
国
双
方
の
政
府
、
民
間
企
業
、
市
民
社
会
、
学
術
界
を

含
む
全
て
の
関
係
者
が
一
致
団
結
し
て
、
こ
の
重
要
な
課
題
に
取
り

組
む
必
要
性
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
チ
セ
ケ
デ
ィ
・
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
大
統
領
、
ハ
シ
ナ
・

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
民
共
和
国
首
相
な
ど
約
三
〇
ヵ
国
の
首
脳
級
お

よ
び
閣
僚
級
関
係
者
や
、
グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事
務
総
長
、
マ
ル
パ
ス

世
界
銀
行
総
裁
、
テ
ド
ロ
ス
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
事
務
局
長

な
ど
国
際
機
関
の
長
、
ビ
ル
＆
メ
リ
ン
ダ
・
ゲ
イ
ツ
財
団
な
ど
を
含

む
計
五
〇
名
以
上
が
栄
養
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
述
べ
、
幅
広

い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
（
政
策
的
・
資
金
的

意
図
表
明
）
が
発
表
さ
れ
た
。

　

二
日
目
（
八
日
）
の
テ
ー
マ
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
健
康
、
食
、

強
靱
性
の
三
つ
の
テ
ー
マ
毎
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
幅
広
い
関
係
者
が
参
加
し
、
上
記
の
三
つ
の
テ
ー
マ
の
横
断
的

視
点
と
し
て
、
説
明
責
任
お
よ
び
財
源
確
保
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ

た
。
な
お
、
各
省
庁
の
取
り
組
み
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
記
し
た
成
果
文
書
で
あ
る
「
東
京
栄
養
宣
言
（
グ
ロ
ー
バ

ル
な
成
長
の
た
め
の
栄
養
に
関
す
る
東
京
コ
ン
パ
ク
ト
）」
が
ま
と

め
ら
れ
、六
五
ヵ
国
、六
〇
社
の
民
間
企
業
を
含
む
二
一
五
の
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
支
持
を
得
た
。
ま
た
、
最
終
的
に
六
六
ヵ
国
お

よ
び
二
六
社
の
民
間
企
業
を
含
む
一
八
一
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
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ら
、
三
九
六
に
上
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
提
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、

二
七
〇
憶
ド
ル
以
上
の
栄
養
関
連
の
資
金
拠
出
が
表
明
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
の
成
果
は
、
過
去
の
栄
養
サ
ミ
ッ
ト
を
大
き
く
上
回
る
も
の
で

あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
拡
大
に
も
負
け
ず
、
国
際
的

な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
日
本
政
府
へ
の
感
謝
の
声
が
聞
か

れ
た
。

　

ま
た
、
東
京
栄
養
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
に
伴
い
、
国
内
外
の
さ
ま
ざ

ま
な
関
係
機
関
が
主
催
す
る
一
二
〇
以
上
の
行
事
が
公
式
サ
イ
ド
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
認
定
さ
れ
、
栄
養
関
連
の
産
官
学
の
取
り
組
み
も
踏

ま
え
、栄
養
改
善
に
向
け
た
意
見
交
換
や
取
り
組
み
が
発
信
さ
れ
た
。

こ
れ
ほ
ど
大
規
模
に
行
わ
れ
た
栄
養
サ
ミ
ッ
ト
は
、今
ま
で
に
な
い
。

＊
「
東
京
栄
養
宣
言
」
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
の

　

下
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
参
照

　

https://w
w

w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/files/100270079.pdf.

日
本
の
栄
養
改
善
と
国
際
貢
献

　

今
回
、
栄
養
サ
ミ
ッ
ト
が
日
本
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
の
国
際
的
な

意
義
は
大
き
い
。
理
由
は
、
我
が
国
が
栄
養
改
善
に
成
功
し
、
長
寿

国
家
を
維
持
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
日
本
は
戦
後
間
も
な
い
時
期

の
低
栄
養
と
高
度
経
済
成
長
を
経
て
生
じ
た
過
栄
養
の
双
方
を
経
験

し
、
そ
の
ど
ち
ら
も
栄
養
政
策
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
て
き
た
。

　

明
治
維
新
以
前
の
日
本
人
の
食
事
は
質
素
で
、
人
々
は
多
様
な
栄

養
欠
病
症
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
一
部
の
裕
福
な
武
士
や
商
人
を
除

け
ば
、
塩
分
の
多
い
野
菜
や
小
魚
の
料
理
を
添
え
て
、
ご
飯
を
大
食

す
る
主
食
偏
重
の
食
事
に
よ
り
、
た
ん
ぱ
く
質
、
脂
質
、
ビ
タ
ミ
ン
、

ミ
ネ
ラ
ル
の
不
足
状
態
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
低
栄
養
に
食
塩
の

過
剰
摂
取
が
重
な
り
、
高
血
圧
、
脳
卒
中
、
さ
ら
に
胃
が
ん
の
発
症

率
は
高
く
、
抵
抗
力
も
弱
か
っ
た
の
で
結
核
な
ど
の
感
染
症
の
死
亡

率
も
高
く
、
短
命
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
の
明
治
政
府
に
よ
る
「
近
代
化
」
や
「
富
国
強
兵
」
政
策

に
よ
り
、
欧
米
か
ら
栄
養
学
が
導
入
さ
れ
、
徐
々
に
栄
養
状
態
は
改

善
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
大
正
、
昭
和
に
わ
た
る
長
い
戦
争
に
よ
り
食

料
事
情
が
悪
化
し
た
。
そ
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
了
す
る
一
九

四
五
年
ご
ろ
は
、
国
土
は
焼
土
化
し
、
食
料
も
資
金
も
な
く
深
刻
な

飢
餓
状
態
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
本
格
的
な
栄
養
改
善
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
日
本
の
栄
養
政
策
に
お
け
る
重
要
な
三
つ
の
要

素
と
し
て
、
①
「
食
事
」
を
中
心
と
し
た
栄
養
政
策
、
②
栄
養
専
門

職
等
「
人
材
」
の
養
成
と
全
国
へ
の
配
置
、
③
科
学
的
な
「
エ
ビ
デ

ン
ス
」
に
基
づ
く
政
策
プ
ロ
セ
ス
を
挙
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
本

の
栄
養
改
善
は
、
単
に
栄
養
サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
特
定
の
食
品
を
与
え

る
だ
け
で
は
な
く
、
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
基
本
に
食
べ
方
ま
で
を
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含
む
「
食
事
」
の
改
善
を
、Ｕ
Ｈ
Ｃ
の
理
念
に
沿
っ
て
全
ラ
イ
フ
コ
ー

ス
の
ほ
か
、
傷
病
者
や
被
災
者
ま
で
を
も
カ
バ
ー
し
て
展
開
さ
せ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
高
脂
肪
の
欧
米
食
を
一
方

的
に
取
り
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
然
を
尊
重
し
、
四
季
折
々
の
変

化
を
楽
し
む
地
域
の
食
文
化
や
食
習
慣
に
配
慮
し
な
が
ら
、
科
学
的

根
拠
に
基
づ
い
た
健
康
な
食
事
を
創
造
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
栄
養
の
教
育
、
指
導
を
担
う
栄
養
の
専
門

家
が
戦
前
か
ら
存
在
し
、
終
戦
直
前
に
国
家
資
格
を
有
し
た
栄
養
士

と
し
て
養
成
・
制
度
化
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
栄
養
士
は
、

幼
稚
園
、
学
校
、
病
院
、
企
業
な
ど
の
給
食
施
設
に
配
置
さ
れ
、
健

康
な
食
事
の
提
供
と
栄
養
指
導
を
行
っ
た
。　
　

　

政
府
は
、
栄
養
政
策
の
基
盤
と
な
る
「
食
事
摂
取
基
準
」
を
策
定

し
、
信
頼
性
の
高
い
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
を
毎
年
行
い
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
（
計
画
・
実
行
・
評
価
・
改
善
）
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
い
た
健
康
・

栄
養
政
策
を
実
施
し
た
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
多
く
の
管
理
栄
養
士

た
ち
が
、
中
央
・
地
方
行
政
機
関
に
配
属
さ
れ
た
。
日
本
は
、
人
々

が
ど
こ
で
食
事
を
し
て
も
健
康
な
食
事
と
栄
養
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

社
会
を
つ
く
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
制
度
設
計
と
栄
養
専
門
家
の
育
成
に
よ
り
、
高
度
経
済

成
長
を
経
て
生
じ
た
過
栄
養
に
つ
い
て
も
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る
特

定
保
健
指
導
で
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
で
、
肥
満
の
増
加
に
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
た
。　

　

こ
の
よ
う
な
栄
養
政
策
と
人
材
養
成
を
中
心
と
し
た
日
本
の
栄
養

（
ジ
ャ
パ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
リ
シ
ョ
ン
）
を
今
回
の
栄
養
サ
ミ
ッ
ト
で

世
界
に
発
信
し
、
日
本
栄
養
士
会
は
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
国
々

に
栄
養
改
善
と
栄
養
専
門
職
の
養
成
支
援
を
約
束
し
た
。

　

栄
養
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
一
七
ゴ
ー
ル
の
全
て
に
関
連
す
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
日
本
政
府
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
施
指
針
改
定
版（
二
〇
一
九

年
一
二
月
二
〇
日
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
本
部
決
定
）
に
お
い
て
、「
日
本

の
持
続
可
能
性
は
世
界
の
持
続
可
能
性
と
密
接
不
可
分
で
あ
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
、
引
き
続
き
、
世
界
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
り
、
世

界
に
日
本
の
『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
』
を
発
信
し
つ
つ
、
国
内
実
施
、

国
際
協
力
の
両
面
に
お
い
て
、
世
界
を
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
持
続
可
能
な
も
の
に
変
革
し
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
、
国

内
外
に
お
い
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
」
と
し
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
中
、
岸
田
総
理
は
東
京
栄
養
サ
ミ
ッ
ト
の
ハ
イ
レ
ベ
ル

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
冒
頭
挨
拶
で
、
日
本
は
栄
養
に
関
し
て
「
自
ら
の
経

験
に
基
づ
く
知
見
を
共
有
し
ま
す
」
と
し
た
上
で
、「
日
本
は
、
栄

養
問
題
に
全
力
で
取
り
組
み
、人
類
の
未
来
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
」

と
明
確
に
表
明
し
た
。
栄
養
は
日
本
の
外
交
戦
略
に
お
い
て
も
、
極

め
て
重
要
な
分
野
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。
●




